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担癌生体のア ミノ酸代謝は正常人のそれとは

異なる事が 予想 されていながら,未だ担癌体に

特有なア ミノ酸は見出されていない｡最近我々

は,癌患者の尿申ア ミノ快 を分析 した結果,

β-aminoisobutyricacid(BAIBA)の 排 洞 最

が異常に高いものが 多 い 粟を一見皿した1',2)0
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方 法

戻入放射線科,胸部研に入院 している患者の

尻申ア ミノ唯を E口r_製 KLA-3B 型ア ミノ酸 分

析計を用いて定量 した｡患者は出来るだけ杜準

病院食のみをとらせ,ア ミノ醸剤 の如 き尿 中 ア

ミノ帳に影響を及ぼす薬剤 の使用をさけた｡ 1

人の患者につき24時問尻を 3回採取 してア ミノ

陵を定遺 し,その平均を以 ってlLドt'1りの尿申
ア ミノ酸伍とした｡

結 果

こ0)分析計で定足 し得たア ミノ陵はTaurine

Urea,Asparticacid,Threonine,Serin｡,Glu-

孝,浜川 純一

BAIBA は下に示す如く Thymineの分解産物

であり,Thymineは DNA に特有の Baseで

あるか ら,或る種の条件下では, BAIBA の陳

申排Il世遠の変化は DNA代謝の変化を反映 して

いると考えられる3,4,5)｡
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tamicacid,Glycine,Alanine,Valine,Cystine,

Methionine,Isoleucine,Leucine,Tyrosine,

Pherylalanine, BAIBA, Lysine,Histidine,

Arginineである｡

BAIBA を除 く他のア ミノ暇は, 止常人ujI/Ji

申排ブ世嵐と比較 して変化を認 め 難か ったO 図

は各種癌患者と非腫癌性疾患及びそ0jI川制こ付

するものとしてサルコイ ドーシスと妊鋸の尻車

BAIBA 量を示 したものである｡ 図の縦緑は 3

回測定 した点者の尻LIIBAIBA 嵐の最高,最低

値を示し,縦線跡 いoj印は 3回測定値の平均値

である｡こレ)図から明らかなる如 く,癌患者で
は41例申20例 (48.8%)に排冊遠の増加が認め
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icdise⊂lSeSNeられるの

に対 して,非腰湯疾 患患者 で は総 て50mg

以下で正常人とかわりない｡サルコイ ドーシス

,及び妊婦は体内に細胞分裂の盛んな細胞を有する点

で担癌生体と共 通 す る面 が あ るが,サルコイ ド

ーシスでは 6例申 1例が異常に高 く, 2例が正

常値の上限, 3例が⊥上常値を示し,悪性腫

癌と非腫癌性患者の中 間に位する態度を示 している｡

妊鋸 では50%陽性であった｡次に故射線治療に

よって腫癌が縮小,乃至消失 した時,

BAIBA がどう変化するかを調べた｡全例治療

前 3回,24時間尿を採取 し,その平均値をもってその患者の治療前値とした

｡表に示す如 く,治療前尿中 BAIBA 量の多

い患者では,放射線治療終了時には殆んど全例減少 し

ている｡考 按担癌生体の BAI

BA排浬量が多い原関は,恐らく DNA 代謝が異常に盛んなれ,BAIBA

の生成が増人するか,或るいは細胞の分解によっ

て(生ずるものと推定される｡ Lungc
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を要約すると, 1)BAIBAの尿 中 排相違が

異常に多いものでは悪性腫場の存在が強 く疑われ

るが,癌患者でも BAIBA値が止.常値を示すもの

が約50%に見 られるので,尿 中 BAIBA値

が低 くても腰湯の存在を否定する事は出来ない

0 2)腫場の消長と BAIBA の変動との問に

相闇々係が存在するようであるO即ち,放射

線治療によって腫揚が縮小,或るいは消失す

ると,BAIBA の排贈呈は減少する｡今後更に症例をふや して,癌 の診 断 に ど こ

まで有意義であるか,また放射

線 治療 によ るBAIBA の変動が 予後を判定する一

つの指標になり得な い かを検討したい｡
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